20250428　小泉智也くんへのインタビュー

W:巫　K：小泉

W：HSＫ5級合格おめでとうございます。
Ｋ：ありがとうございます。
Ｗ：まず、今回のＨＳＫ5級を受けていかがでしたか。
Ｋ：合格しましたが、もっと勉強したかったです。漢字の語彙力が足りないと感じました。
Ｗ：語彙力を増やすために、小泉くんはどんな方法を使っていますか。
Ｋ：自分はもっぱらYoutubeのＨＳＫ5級単語3時間半のビデオを見続けていました。時間のない時は、朝50個、夜50個というペースで続けて、繰り返し見ることによって、少しずつ覚えている単語数を増やしました。
　　そして、日常的に使われる単語については単語帳を購入して少しずつ暗記しました。
Ｗ：リスニングやリーディングの部分はどういうふうに勉強しましたか。
Ｋ：過去問を繰り返す練習しました。リスニングはただ聞き流すのではなく、同じ内容を繰り返し聞くことが重要だと思います。そして、リーディングも基本は過去問を解き、試験の形式に慣れることにフォーカスしました。リーディングは過去問さえ繰り返しすれば、点数が確実に取れます。意識的に中国語を目にする機会を増やすことも重要です。
Ｗ：なるほど。ありがとうございます。話は変わりますが、中国語を勉強するモチベーションはどういうふうに維持していたのですか。
Ｋ：自分がそもそも中国語に関心を持つようになったのは、日本語を勉強することがきっかけでした。大学2年生の時に、日本語漢字検定準1級に合格し、同じ漢字を使う中国語にとても興味を持つようになりました。どこが同じなのか、どこが違うのか、どんな違いがあるのか、それは自分が中国語を勉強するモチベーションになりました。
　　また、せっかく大学に入ったので、4年間しっかり中国語を勉強しようと思っています。基礎だけで終わるのはもったいないと思っています。自分の母語である日本語だけではなく、ほかの言語を学ぶと、自分の知識が幅広くなった気がします。
Ｗ：興味深いですね。最初から中国語に深い関心を持っていたわけではなく、むしろ母語の学習からさらに中国語に関心を持つようになったのですね。漢字圏の魅力かもしれませんね。では、普段どれぐらいの頻度で中国語を勉強していますか。
Ｋ：普段は週3～4回、毎回30分から1時間勉強しています。授業の内容の復習はもちろん、図書館から翻訳の本を借りて自分で勉強したりしています。あとは検定勉強です。
Ｗ：分かりました。では最後の質問です。後輩のみなさんに中国語学習のアドバイスをするなら、どんなアドバイスがありますか。
Ｋ：やりっぱなしではなく、少しずつ勉強した内容を復習することが重要だと思います。
Ｗ：やはり復習が重要ですね。ありがとうございました。
